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「
軍
事
費
増
や
し
て
生
活
壊
す
な
！
改
憲
反

対
！
カ
ル
ト
癒
着
の
政
治
を
た
だ
せ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
11
・
30

in
日
比
谷
野
音

集
会
」
は
開
か
れ
た
。
集
会
は
、
立
憲
野
党

の
国
会
議
員
、
市
民
か
ら
「
憲
法
守
れ
、
軍

事
費
増
強
反
対
、
イ
ン
フ
レ
を
止
め
る
政
治

を
」
が
訴
え
ら
れ
た
。
集
会
後
は
久
々
の
国

会
請
願
デ
モ
行
進
に
１
５
０
０
人
が
参
加
、

出
迎
え
る
立
憲
野
党
議
員
を
激
励
し
た
。 

 

11
月
30
日
、
日
比
谷
集
会
を
挟
み
「
敵

基
地
攻
撃
能
力
」
を
巡
り
国
会
が
動
い
た
。

戦
後
の
安
全
保
障
政
策
の
危
機
が
最
悪
を
迎

え
た
。
自
民
党
と
公
明
党
は
、
自
衛
目
的
で

相
手
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
拠
点
な
ど
を
叩
く
、

国
家
安
全
保
障
戦
略
な
ど
安
保
関
連
三
文
書 

       

を
年
末
ま
で
の
改
定
に
向
け
、「
敵
基
地
攻

撃
能
力
」
の
保
有
を
認
め
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
そ
れ
に
維
新
、
国
民
が
追
従
、
容
認
を

公
表
し
た
。
そ
し
て
立
憲
野
党
第
一
党
の
立

憲
民
主
党
ま
で
も
が
容
認
を
調
整
だ
と
。
こ

れ
は
錯
覚
で
も
な
い
現
実
。
あ
の
日
比
谷
集

会
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
？ 

怒
り
さ
え
湧
い

て
く
る
。 

 

自
民
党
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を

盛
り
込
ん
だ
安
保
関
連
三
文
書
を
政
府
が
、

今
月
中
に
閣
議
決
定
す
る
流
れ
に
な
る
。
敵

基
地
攻
撃
能
力
は
、
安
保
法
制
（
集
団
的
自

衛
権
含
む
）
と
同
じ
く
現
行
憲
法
下
で
は
や

っ
て
は
い
け
な
い
、
持
っ
て
は
い
け
な
い
戦

力
だ
。
専
守
防
衛
を
投
げ
捨
て
、
防
衛
費
二 

       

倍
は
生
活
安
全
保
障
も
守
ら
れ
な
い
。
立
憲

民
主
党
の
信
頼
は
揺
ぎ
、
不
安
で
な
ら
な
い
。

立
憲
民
主
党
の
近
藤
昭
一
議
員
は
国
会
請
願

で
、「
軍
事
費
増
や
し
て
生
活
壊
す
な
！
改

憲
反
対
！
カ
ル
ト
癒
着
の
政
治
を
た
だ
せ
」

と
党
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
。
私
は
、
近
藤

昭
一
議
員
に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。「
近
藤
昭

一
さ
ん
の
思
い
を
貫
い
て
く
だ
さ
い
」、
す

ぐ
に
返
信
が
届
い
た
「
当
然
で
す
！ 

が
ん

ば
り
ま
す
」
と
返
信
が
あ
っ
た
。
菱
山
南
帆

子
さ
ん
は
「
立
憲
民
主
党
は
、 

日
比
谷
野

音 

で
『
敵
基
地
攻
撃
能
力
反
対
』
と
言
っ

て
い
た
し
、
国
会
請
願
デ
モ
で
は
ち
ゃ
ん
と

看
板
も
出
し
て
い
た
。
そ
れ
が
『
容
認
で
調

整
』
な
ん
て
、
一
週
間
も
経
た
な
い
う
ち
に

「
11
・
30

in
日
比
谷
野
音
」
に
１
５
０
０
人 



◆時の動き 
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ど
う
い
う
事
？ 

党
内
で
き
ち
ん
と
議
論
し

て
く
だ
さ
い
。
党
内
の
方
も
声
を
上
げ
て
く

だ
さ
い
」
と
檄
を
飛
ば
し
た
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
は
、
戦
争
勃
発
を
招
く
危
険

性
の
あ
る
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
に
つ
い
て
、

肯
定
派
の
学
者
の
見
解
を
長
時
間
垂
れ
流
し
、

キ
ャ
ス
タ
ー
が
賛
同
し
て
「
わ
が
こ
と
と
し

て
考
え
ま
し
ょ
う
！
」
な
ど
と
呼
び
掛
け
る
。

そ
の
直
後
の
参
院
予
算
委
の
報
道
で
野
党
で

は
な
く
与
党
の
肯
定
質
疑
の
み
を
取
り
上
げ

る
。
こ
ん
な
公
共
放
送
は
害
悪
だ
。 

 

日
比
谷
集
会
は
、
岸
田
政
権
の
無
謀
な
戦

争
へ
の
道
を
打
ち
砕
き
、
１
５
０
０
人
の
集

会
と
デ
モ
行
進
、
国
会
請
願
を
や
り
切
っ
た
。

主
催
者
の
勝
島

一
博
さ
ん
も

「
国
会
で
憲
法

審
査
会
が
開
か

れ
改
憲
の
実
績

づ
く
り
を
着
々

と
進
め
て
い
る
。

そ
の
第
一
の
狙

い
が
緊
急
事
態
条
項
創
設
に
あ
る
。
緊
急
事

態
条
項
は
憲
法
を
停
止
さ
せ
る
非
民
主
主
義

行
為
だ
。
絶
対
に
許
さ
ず
、
自
公
政
権
の
蛮

行
を
阻
止
し
よ
う
」
と
発
言
し
た
。
続
い
て

立
憲
野
党
が
挨
拶
を
し
た
。 

◆
近
藤
昭
一
議
員
（
立
憲
民
主
党
） 

 

分
断
を
煽
る
の
で
は
な
く
、
世
界
を
繋
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
で

き
る
の
が
、
憲
法
９
条
を
持
ち
、
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
で
す
。 

◆
小
池
晃
議
員
（
日
本
共
産
党
） 

 

岸
田
政
権
の
大
臣
が
次
々
に
辞
め
る
ス
リ

ー
ア
ウ
ト
チ
ェ
ン
ジ
！ 

ト
マ
ホ
ー
ク
な
ど

平
和
憲
法
下
で
不
必
要
！ 

平
和
憲
法
を
も

つ
日
本
が
や
る
べ
き
こ
と
で
な
い
。 

◆
く
し
淵
万
里
議
員
（
れ
い
わ
新
撰
組
） 

 

軍
拡
競
争
を
や
め
さ
せ
る
。
平
和
外
交
が

協
調
第
一
。
自
民
党
は
平
和
憲
法
を
守
ら
な

い
。
平
和
を
大
事
に
し
な
い
、
こ
ん
な
政
府

は
変
え
よ
う
。 

◆
新
垣
邦
男
議
員
（
社
会
民
主
党
） 

 

憲
法
審
査
会
で
平
然
と
日
本
国
憲
法
を
否

定
す
る
。
沖
縄
を
縦
横
無
尽
に
軍
用
車
両
が

走
り
、
空
に
は
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
ぶ
。
沖
縄

は
米
国
で
な
い
。 

◆
伊
波
洋
一
議
員
（
沖
縄
の
風
） 

 

政
府
は
、
抑
止
力
だ
と
日
本
各
地
で
日
米

軍
事
訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
日
米
軍
事

同
盟
は
平
和
に
寄
与
し
な
い
。
戦
時
に
な
れ

ば
日
本
を
戦
場
に
す
る
。 

【
特
別
報
告
】 

有
田
芳
生
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） 

 

旧
統
一
教
会
が
史
上
最
高
の
危
機
だ
と
自

民
党
幹
部
は
言
う
。
問
題
は
、
１
９
５
８
年

段
階
に
原
点
が
あ
る
。
１
９
７
０
年
代
で
朴

大
統
領
時
に
、
政
治
と
癒
着
で
文
鮮
明
の
機

関
が
広
が
り
、
軍
事
を
兼
ね
備
え
た
集
団
に

台
頭
し
た
。
戦
後
の
闇
絵
を
暴
く
の
で
す
。

カ
ル
ト
教
団
は
い
ら
な
い
。 

 

集
会
後
の
デ
モ
行
進
は
、
国
会
議
事
堂
に

向
か
い
隊
列
が
伸
び
た
。
衆
参
面
会
所
前
に

は
立
憲
野
党
議
員
と
司
会
の
菱
山
南
帆
子
さ

ん
が
出
迎
え
た
。（
22
・
12
・
７
記
） 

（
み
や
が
わ 

と
し
か
ず
） 

デモ行進（2022.11.30） 

よ
し
ふ 


